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５０６９．原産地内取内容仮登録











	業務コード
	業務名

	ＯＡＣ
	原産地内取内容仮登録




１．業務概要
「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）｣業務後、原産地証明書情報を適用する数量等の仮登録を行う。
仮登録した内容は訂正、取消しが可能である。なお、輸入申告を行ったのちに本業務により内取内容を訂正しようとする場合は、あらかじめ税関に申し出た後に行う。

２．入力者
通関業、輸出入者

３．制限事項
①仮登録を行う場合は、その他の処理との同時入力は不可とする。
②内取内容仮登録訂正、内取内容仮登録取消、内取内容税関確認後訂正、内取内容税関確認後取消の場合は、「処理区分」の入力件数が１欄あたり１件であり、かつ申告番号の入力が単一であること。
③１つの原産地証明書情報に対して登録可能な申告等番号は、最大２０とする。
④１つの申告等番号に対して内取内容の登録が可能な欄数は、最大９９欄とする。

４．入力条件
（１）入力者チェック
①システムに登録されている利用者であること。
②入力者が通関業であり、かつ「原産地証明書利用者登録（ＯＵＡ）」業務にて既にＣ／Ｏ利用者（通関業者等の利用者コード）が登録されている場合は、Ｃ／Ｏ情報ＤＢに登録されているＣ／Ｏ利用者（通関業者等の利用者コード）と同一であること。＊１
③入力者が輸出入者であり、かつＯＵＡ業務にて既にＣ／Ｏ利用者（輸入者コード等）が登録されている場合は、入力者の輸出入者コードまたは法人番号が、Ｃ／Ｏ情報ＤＢに登録されているＣ／Ｏ利用者（輸入者コード等）の輸出入者コードまたは法人番号と同一であること。＊１
④内取内容仮登録訂正、内取内容仮登録取消、内取内容税関確認後訂正、内取内容税関確認後登録及び内取内容税関確認後取消の場合は、当該内取内容を仮登録した利用者であること。なお、当該業務により内取内容の仮登録を行わず「輸入申告（ＩＤＣ）」業務及び「輸入申告変更（ＩＤＥ）」により内取内容の仮登録が行われた場合はその申告者であること。
（＊１）入力者が通関業かつ輸出入者であり、ＯＵＡ業務にて既にＣ／Ｏ利用者が登録されている場合は、②もしくは③のいずれかを満たすこと。
（２）入力項目チェック
（Ａ）単項目チェック
「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。
（Ｂ）項目間関連チェック
「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。
（３）Ｃ／Ｏ情報ＤＢチェック　
（Ａ）仮登録（全量内取）の場合
①入力された「Ｎ－Ｃ／Ｏ番号」、「Ｃ／Ｏ番号」、「ｅＣ／Ｏキー」、「国コード」、「欄番号」がＣ／Ｏ情報ＤＢに存在すること。
②該当する原産地証明書情報が複数に分割されてＮＡＣＣＳに送られてくる場合は、全て受信完了していること。（以下、「結合」とする。）
③該当する原産地証明書情報がキャンセルされていないこと。
④該当欄の内取内容が既に登録されていないこと。ただし、取消済みのものを除く。
⑤該当欄の内取内容の登録数が１０でないこと。
⑥該当欄の残存量が０でないこと。
（Ｂ）仮登録（重量内取）の場合
①入力された「Ｎ－Ｃ／Ｏ番号」、「Ｃ／Ｏ番号」、「ｅＣ／Ｏキー」、「国コード」、「欄番号」がＣ／Ｏ情報ＤＢに存在すること。
②該当する原産地証明書情報が結合完了していること。
③該当する原産地証明書情報がキャンセルされていないこと。
④入力した申告等番号に係る内取内容が既に登録されていないこと。ただし、取消済みのものを除く。
⑤該当欄の内取内容の登録数が１０でないこと。
⑥該当欄に重量（グロス）が登録されていること。（「０．００」が登録されている場合を除く。）
⑦該当欄に内取内容が登録されている場合は、重量内取であること。ただし、取消済みのものを除く。
⑧該当欄の残存量が０を下回らないこと。
該当欄の残存量は、以下のとおり算出する。
「原産地証明書情報受信（ＯＶＡ）」業務で登録された「重量（グロス）」－Ｃ／Ｏ情報ＤＢに登録されている「内取量（内取内容）」の合計（取消済みのものは除く）－入力された「内取量（仮登録）」
（Ｃ）仮登録（数量内取）の場合
①入力された「Ｎ－Ｃ／Ｏ番号」、「Ｃ／Ｏ番号」、「ｅＣ／Ｏキー」、（「国コード」）、「欄番号」がＣ／Ｏ情報ＤＢに存在すること。
②該当する原産地証明書情報が結合完了していること。
③該当する原産地証明書情報がキャンセルされていないこと。
④入力した申告等番号に係る内取内容が既に登録されていないこと。ただし、取消済みのものを除く。
⑤該当欄の内取内容の登録数が１０でないこと。
⑥該当欄に内取内容が登録されている場合は、数量内取であること。ただし、取消済みのものを除く。
⑦該当欄に数量が登録されていること。
⑧該当欄の残存量が０を下回らないこと。
該当欄の残存量は、以下のとおり算出する。
「原産地証明書情報受信（ＯＶＡ）」業務で登録された「数量」－Ｃ／Ｏ情報ＤＢに登録されている「内取量（内取内容）」の合計（取消済みのものは除く）－入力された「内取量（仮登録）」
（Ｄ）内取内容仮登録訂正の場合
①入力された「Ｎ－Ｃ／Ｏ番号」、「Ｃ／Ｏ番号」、「ｅＣ／Ｏキー」、「国コード」、「欄番号」がＣ／Ｏ情報ＤＢに存在すること。
②該当する原産地証明書情報がキャンセルされていないこと。
③内取内容の確認状態が仮登録済みであること。
④該当欄の残存量が０を下回らないこと。
該当欄の残存量は、以下のとおり算出する。
Ｃ／Ｏ情報ＤＢに登録されている訂正前の「残存量」＋登録されている訂正前の「内取量（内取内容）」－入力された訂正後の「内取量（内取内容）」
　　（Ｅ）内取内容仮登録取消の場合
①入力された「Ｎ－Ｃ／Ｏ番号」、「Ｃ／Ｏ番号」、「ｅＣ／Ｏキー」、「国コード」、「欄番号」がＣ／Ｏ情報ＤＢに存在すること。
②該当する原産地証明書情報がキャンセルされていないこと。
③入力した申告等番号に係る内取内容の確認状態が仮登録済みであること。
（Ｆ）内取内容税関確認後訂正の場合
①入力された「Ｎ－Ｃ／Ｏ番号」、「Ｃ／Ｏ番号」、「ｅＣ／Ｏキー」、「国コード」、「欄番号」がＣ／Ｏ情報ＤＢに存在すること。
②該当する原産地証明書情報がキャンセルされていないこと。
③入力した申告等番号に係る内取内容の確認状態が税関確認済みまたは税関確認後訂正であること。
④該当欄に内取量が登録されていること。
⑤該当欄の残存量が０を下回らないこと。
該当欄の残存量は、以下のとおり算出する。
Ｃ／Ｏ情報ＤＢに登録されている訂正前の「残存量」＋登録されている訂正前の「内取量（内取内容）」－入力された訂正後の「内取量（内取内容）」
（Ｇ）内取内容税関確認後取消の場合
①入力された「Ｎ－Ｃ／Ｏ番号」、「Ｃ／Ｏ番号」、「ｅＣ／Ｏキー」、「国コード」、「欄番号」がＣ／Ｏ情報ＤＢに存在すること。
②該当する原産地証明書情報がキャンセルされていないこと。
③入力した申告等番号に係る内取内容の確認状態が税関確認済みであること。
（４）輸入申告ＤＢチェック
　仮登録または内取内容仮登録訂正の場合は、以下のチェックを行う。
（Ａ）入力された申告等番号が輸入申告ＤＢに存在すること。
（Ｂ）「原産地証明書利用者登録（ＯＵＡ）」業務にて「Ｃ／Ｏ利用者（輸入者コード等）」欄に輸出入者コードまたは法人番号が入力されている場合は、以下のチェックを行う。ただし、国内用輸出入者ＤＢにて輸出入者コードと法人番号が紐づいて登録されている場合は、相互に変換してチェックを行う。
①ＯＵＡ業務にて登録されている輸出入者コードが１２桁の輸出入者コードまたは１７桁の法人番号である場合は、輸入申告ＤＢに登録されている輸入者コードがＯＵＡ業務にて登録されている輸出入者コードと一致すること。
②ＯＵＡ業務にて登録されている輸出入者コードが８桁の輸出入者コードである場合は、輸入申告ＤＢに登録されている輸入者コードの先頭８桁がＯＵＡ業務にて登録されている輸入者コードの先頭８桁と同一であること。
③ＯＵＡ業務にて登録されている輸出入者コードが１３桁の法人番号である場合は、輸入申告ＤＢに登録されている輸入者コードの先頭１３桁がＯＵＡ業務にて登録されている輸入者コードの先頭１３桁と同一であること。
（Ｃ）以下の登録がされていないこと。
「輸入申告等手作業移行」
「輸入申告撤回」

５．処理内容
（１）入力チェック処理
[bookmark: OLE_LINK4][bookmark: OLE_LINK5]前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。
合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコードを設定の上、処理結果通知の出力を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。）
（２）Ｃ／Ｏ情報ＤＢ処理
①入力された内容をＣ／Ｏ情報ＤＢに登録・更新する。
②前述のＣ／Ｏ情報ＤＢチェック時に算出した該当欄の残存量を、Ｃ／Ｏ情報ＤＢに登録・更新する。
（３）出力情報出力処理
後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。
（４）注意喚起メッセージ出力処理
以下の場合は、注意喚起メッセージとして処理結果通知に出力する。
入力されたＣ／Ｏ番号、国コード、Ｎ－Ｃ／Ｏ番号に対するＣ／Ｏ情報が、登録されている提出日時から１年が経過している。

６．出力情報
	情報名
	出力条件
	出力先

	処理結果通知
	なし
	入力者

	原産地証明書内取内容仮登録控情報
	なし
	入力者

	原産地証明書内取内容訂正通知情報
	入力した内取内容に係る輸入申告等が申告済である場合。
なお、予備申告、ＢＰ承認申請を除く。ただし、「その他やむを得ない理由があると認める場合（自動）」に係るＢＰ申請事由コードが登録されている場合は出力する。
	税関（通関担当部門）



７．特記事項
入力された申告等番号について審査終了が行われた旨が登録されている場合は、仮登録が行われた内取内容の確認状態は税関確認後仮登録済みとなる。そのため「原産地内取内容税関確認後訂正確認（ＣＵＣ）」業務による「税関確認後訂正の税関確認」が必要となる。
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